
 

 

 

 

    
 

新年度が始まり、早３カ月が経ちました。蒸し暑い季節になりましたが、 

補聴器の手入れはいかがでしょうか。 

防水性の補聴器を装用しているお子さんも多くなってきましたが、やはり 

補聴器は機械なので、雨や汗で濡れたらこまめに拭いてください。また、使用しないと

きは短時間でも乾燥ケースに入れる等ご指導をお願いします。ときどき、汗で濡れたま

まのカバーをつけていることがあります。そのようなときはすぐに取り換えてください。

また、カバーは洗って清潔なものをつけるようにしましょう。 
 

 

 

５月から始まった教育実践交流事業や教育相談員派遣事業を実施した学校等は、小学

校13件、中学校１件、保護者９件でした。支援内容は、児童生徒の聞こえの把握、自立

活動の指導や教材の工夫改善について、通常の学級や特別支援学級での支援方法、聴覚

障害についての理解等でした。 

 ６月６日には、今年度、初めて小・中学校で言語学級や難聴学級の担任になった先生

方の研修会が本校で行われました。午前中は、ろう学校の授業や施設を見学したり、授

業体験をし、午後の会では、積極的な質問が出るなど、実り多い研修会になりました。 

 

夏休みの行事予定（相談支援部） 

７月３１日（木） サマースクール （高知ろう学校） 

聴覚障害のある幼児や児童、その関係者が集まって、一緒に遊んだり、工作を 

して交流を広げる行事です。保護者や保育士、教員等の学習会もあります。 

８月２８日（木） やまもも相談会 （幡多児童相談所） 

高知県立療育福祉センター通園事業部難聴児通所と合同で、幡多地域に在籍し 

ている聴覚に障害のあるお子さんの相談や聴力検査を行う相談会です。 

 

研修会の案内 

『生きる力を育む聴覚障害教育』 

 講 師：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所  教育研修・事業部（研修企画担当） 

主任研究員 聴覚障害教育研究班   庄司 美千代 氏  

  日時 ：平成２６年８月１日（金） ９：００～１２：００ 

会場 ：高知県立高知ろう学校  大会議室 

内容 ：聴覚障害の理解（きこえの仕組み、きこえない・きこえにくいことで 生じる生活上又は学

習上の困難さにはどのようなものがあるか等）や聴覚障害児と接する際の配慮事項（補聴器

や人工内耳の効果と限界、音環境・話しかけ方等）、聴覚障害教育で大切にしてきたこと、

言語指導の内容や方法に関する事例の紹介 等、指導に生かせる内容です。 
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平成 2６年度 

７月号 

各学校へお
知らせが届
きましたら、
家庭等への
配布をよろ
しくお願い
します。 

夏休みは 先生方も ろう学校へ 

来てみませんか? 

 


